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＜審査結果の要旨＞  

 

世界的に蔓延傾向である薬剤耐性菌感染症の中でもカルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）の検

出率は増加傾向にあり、WHO や米国 CDC では緊急対応が必要な最重要課題とし、日本でも CRE 感

染症を感染症法の 5 類感染症としている。 

本研究は、CRE におけるカルバペネマーゼ産生遺伝子（IMP, KPC, NDM, VIM および OXA-48-like

の 5 種類）を LAMP 法（遺伝子検査）により簡易で迅速に検出できる方法を開発したものである。 

対象菌株は、国際医療福祉大学関連施設などの臨床分離株と標準保存（NCTC）株を用いた。 

LAMP 法のプライマーは、5 種類のカルバペネマーゼ産生遺伝子の最新塩基配列情報に基づき

PrimerEXplorer V5 で設計を行った。菌株からの DNA 抽出はアルカリ煮沸法と市販キットを用い、

反応温度および時間、検出感度、Multiplex-PCR 法との比較などの基礎的検討を行い、測定条件の設

定と性能評価を行った。 

その結果、5 種類のカルバペネマーゼ産生遺伝子同時分析では 63℃、60 分の反応とし、10３

copies/mL 相当菌量までの検出が可能であった。また、Multiplex-PCR 法との比較検討では全てのカ

ルバペネマーゼ産生遺伝子保有株で種類が一致した。 

また、今回の研究は臨床分離株のみの検討であり倫理的な問題も生じない。 

本研究で新規に開発された LAMP 法を用いることにより、どの検査室でも検査が可能となり、薬

剤耐性菌感染症の早期治療や院内伝播の防止など感染制御などに大きく貢献する研究として高く評

価できる。 

審査会では、口頭試問において適切に応答し、論文の一部追記修正を求めたところ適切に修正され

た。 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（臨床検査学）の学位を授与するに十

分な価値があるものと認めた。 
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